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利用・用途・応用分野

温度応答性高分子ゲル膜の膨潤度を測定するための装置。
これにより、温度応答性高分子ゲル膜がドラッグデリバリーシステムやマイクロ化学チップ
用ケミカルバルブ、さらに細胞培養シートや水処理用分離膜へ応用可能。

目的・課題 解決ポイント

温度応答性ゲルを種々の応用分野
に最適化した材料設計を行う上で、
ゲルの温度変化に対する膨潤度を
正確かつリアルタイムに測定するこ
とが強く求められている。

浸漬槽に溶液を貯留してその溶液中に
高分子ゲルを浸漬させ、圧電素子で
ビーム部を介して振動させるため、常に
一定の振動条件の下、膨潤状態にある
高分子ゲルを正確にリアルタイムで測
定することが可能である。
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高分子ゲル膜６の膨潤度Ｈｅは、式（５）によって表現される。
Δm/dｗ Δf/(kdw)

Ｈｅ＝------------------ ＝---------------- （５）
Δm/dw+Vm      Δf/(kdw)+Vm

ここで、ΔｍとΔｆは、それぞれ高分子ゲル膜６の浸潤した水分量
と圧電素子３のアドミタンス波形のピーク周波数シフト量であり、
Ｖmとｄwはそれぞれ乾燥時の高分子ゲル膜６の体積と水の密度

である。

１…膨潤度測定システム
２，２ａ～２ｃ…ビーム部
３…圧電素子
４…圧電トランスデューサ
５…高分子ゲル膜プローブ
６…高分子ゲル膜
７…浸漬槽 ８…溶液
９…温度調整部
１０…検温部
１１…交流電源
１２…トラスデューサ支持部


